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本書は 1974年4月， パリで聞かれた白血病に関するシンポジウムの記録であ
る。主催したフランス血液学会の長老である Bernardが序論で、言・っているが，
現在，白血病の分類は種々の治療薬が開発されるにつれて，病型と薬剤感受性の
違いが明かになって来，また更に白血病細胞の起源を現在の幹細胞論とからみあ
わせて，今や白血病の分類を，改めてこまかく考え直す必要も生じて来た。
現在，幹細胞の存在は実験細胞学の領域では明かな事実であるが，臨床細胞学
では(少くともヒトにおいては)まだ幻の細胞とされ，このあたりが幹細胞を論
ずる時に議論がかみ合わず，ゴチャゴチャになる危険な個所である白骨髄由来細
胞の原基として multi poten tia1な分化能を有するものを幹細胞と考えることに
は誰も異論はないが，現在の血液学は，免疫学的思考とのからみあいの上でのリ
ンパ球の位置づけをどのあたりに置くかということ，また他方では，もひとつの
細胞単位としての網内系細胞とのかかわりあい，更にはこの三系統の疾患上の流
れなどを幹細胞という立場より再考する努力が行なわれているが， この現状が
本書:の第一部で語られている。これは，今世紀のはじめ， Aschoff，Naegeli， 
Ferrata，Schillingら，さらに我国の清野，天野ら血液学の先達者らの間で行な
われた，歴史的論争の手法を新たにした現代版と言っても差支えあるまい。
白血病細胞が未分化な腫虜細胞であり，本質的に正常未熟細胞とは全く異る 
cell lineであるという明白なことが，白血病細胞の細胞学的位置づけを更にむ
つかしくしている。白血病を考える時(白血病だけでなく，血液学的な考え方全
般に通じることであるが) このような質の違いだけでなく， 発育段階を含めて
の立体的思考がその学問的方法であり，他の臓器疾患の研究とは方法論的に異る
ところである。ところで，このもっとも未分化な腫虜細胞をどのように同定し，
その種属を位置づけるかは最もむつかしい問題である。米国学派の一部では，未
分化な分類不能の段階の細胞を幹細胞と軽く片付け(幹細胞性白血病)る傾向も
あるが，欧洲や我国の主流は，未分化の位置づけをより詳細に考えようとし，分類
不能細胞と呼んでおく方がより正しいという態度をくずしてはいない。ヒトの幹
細胞の存在が，正しく証明されない限り，後者の態度のほうがより学問的である。
本書:の第 2部はこの意味で白血病細胞の本態を同定するために現在試みられて
いる種々の方法と成績を比較している。ことに，最近重視されている白血病細胞
の表面構造と cellmarkerについて詳しい。
第 3部ではこれをうけて，同定されうると考えられる白血病細胞の位置づけと
実際の疾患との関連につき，種々検討を行なっている。
本シンポツウムは，明確な結論を出してはいない。 Bernardと Brecherもこ
のまとめとして， シンポツウムの論義の一つ一つが， あるものは未だ仮説であ
り，あるものは片寄りすぎた考え方であることを指摘しているが，このことこそ
まさに学問のむつかしさの証明であり，学問の真の姿の投影でもあると考える。
この意味から言って，本書は白血病学の upto date の先端の研究へのアプロ
ーチとして価値が大きく，また面白い。(山口覚太郎)
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